
 ＪＲ総連は１１月７日～１０日、「日韓労働者交流」を開催しました。今回の交

流はＪＲ東労組「日韓交流労働者登山大会」と

同一行程で開催し、ＪＲ北海道労組・ＪＲ貨物

労組からの参加者と合わせ、総勢２１名で韓

国を訪問しました。韓国の労働者とともに、仁

川広域市の摩尼山への登山で汗を流すととも

に、韓国のナショナルセンター・民主労総主催

の労働者大会へ参加し、交流を深めました。 

 韓国・労働者大会とは、１９７１年に縫製工

場労働者だった全泰壹（チョンテイル）氏が、

人間らしく生きる権利、労働者の権利を守ろ

うと抗議の焼身自殺をした日に、毎年開催さ

れています。 

今年の労働者大会は、尹政権に対する不

信と不満から退陣を求める怒りと熱気、そし

て緊張感があるものとなりました。ＪＲ総連と

しては、６年ぶりの参加となり、参加者は韓国

労働者の熱気と団結の強さを目の当たりに

し、刺激を受け、学んだことをそれぞれの職

場で活かしていくことを確認しました。 

ＪＲ総連は引き続き、韓国労働者との議論

と連帯を積み重ね、日韓両国の労働運動の

発展に向けてともに奮闘していきます。 
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